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よ
う
に
表
情
筋
や
姿
勢
反
射
、
岨
鴫
発
声
等
の
脳
幹
運

動
系
を
形
成
し
ま
す
.
こ
れ
と
は
別
に
後
頭
体
節
か
ら
は
、

舌
を
盛
り
あ
げ
ま
す
(
図
注
3
v
.
能
弓
と
は
遣

っ
て
体

壁
性
由
来
で
、

こ
の
点
で
舌
は
上
肢
と
共
通
で
す
.

横
隔
障
を
挟
ん
で
、
頭
と
上
肢
の
対
立
と
同
一

頭
部

体
節
の
上
半
分
は
、
後
頭
直
筋
、
舌
骨
下
筋
な
ど
顕
の
諸

筋
を
形
成
し
ま
す
.
頭
部
第
四
体
節
か
ら
は
横
隔
神
経
が

の
び
て
い
ま
す
.
胎
生
四
遇
、
第
四
頭
部
体
節
あ
た
り
に

あ
っ
た
積
中
隔
が
第
八
週
に
か
け
て
犠
隔
膜
を
形
成
す
る

と
の
こ
と
で
す
.
上
肢
と
顕
の
真
ん
中
に
呼
吸
を
司
る
横

隔
膜
が
介
在
し
て
い
る
の
で
す
.
発
生
学
的
に
次
の
こ
と

を
意
味
し
ま
す
.
即
ち
、
上
肢
が
顕
か
ら
相
対
的
に
自
由

を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
呼
吸
の
安
定
が
前
提
に
な
る
で

あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
.
(
北
海
道
教
育
大
学
教
綬
)

研
究
雑
話

(例
〉
陣
害
児
教
育
・
動
作
学
誌
上
実
習
(
十
二
)
、

藤

井

力

夫

姿
勢
の
保
持
と
歩
行
運
動
の
神
経
機
序

(
7
)
、頭
部
体
節
か
ら
の
発
生
、機
隔
膜
を
媒
介
に
し
た
顎
と
上
肢
.

前
回
は
、
仲
張
反
射
を
め
ぐ

っ
て
脊
髄
反
射
の
現
代
的

理
解
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
.
①
筋
肉
の
伸
長
は
筋
紡

錘
に
よ
り
感
知
さ
れ
、
そ
の
感
度
は

γ
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
り

伸
長
開
始
時
と
持
続
時
の
二
面
か
ら
調
節
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
.
②
筋
紡
錘
か
ら
の
求
心
性
回
路
は
、
介
在
抑

制
ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
通
じ
相
反
性
に
作
用
す
る
と
い
う
こ
と
.

③
こ
の
介
在
ニ
ュ
ー
ロ
ン
は
.
前
庭
.
赤
核
、
皮
質
か
ら

の
信
号
も
受
け
て
お
り
、
脳
幹
か
ら
の
共
同
的
な
調
節
目

路
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。
④
杏
筋
緊
張
は
脳
幹
か
ら
の
共

同
運
動
的
な
支
配
の
も
と
、

γ
ド
ラ
イ
ブ
の
感
度
調
節
に

よ
り
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
.
以
上

は
、
実
際
の
手
足
の
筋
緊
彊
が
(
脊

髄
レ
ベ
ル
の
)
伸
彊
反
射
と
(
脳
幹

か
ら
の
)
共
同
支
配
、
両
者
の
相
互

作
用
に
よ
り
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
.
で
は
、
脳
幹
か

ら
の
共
同
的
な
支
配
は
ど
の
よ
う
に

形
成
さ
れ
る
の
か
.
今
回
は
、
胎
内

で
の
手
足
の
発
生
過
程
か
ら
そ
の
規

定
を
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
.

顕
部
体
節
か
ら
の
上
肢
の
発
生

胎
生
第
四
週
の
末
、
飽
呼
吸
の
時
代

に
起
源
を
も
っ
飽
弓
神
経
の
発
生
に

続
い
て
、
上
肢
芽
が
隆
起
し
ま
す
.

頚
部
体
節
・
下
半
分
で
、
第
五
頭
椎

か
ら
第

一
胸
椎
に
相
当
し
ま
す
(
図

(第三種郵便物認可)

上肢は頚部体節下半分から発生する 。

上
三
こ
れ
ら
の
体
節
か
ら
予
定
さ
れ
た
よ
う
に
骨
や
筋

肉
が
の
び
て
い
き
ま
す
.
顕
神
経
は
筋
肉
が
ど
の
よ
う
に

ね
じ
れ
よ
う
と
も
付
い
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
.
第
六
遇

に
は
指
放
射
を
形
成
{
図
下
三

上
肢
を
固
定
す
る
広
背

筋
や
大
胸
筋
も
上
院
か
ら
逆
行
し
た
筋
肉
で
、
上
肢
は
ほ

と
ん
ど
が
頭
部
由
来
の
組
織
と
の
こ
と
で
す
.
下
肢
は
上

肢
芽
よ
り
二
日
遅
れ
の
関
係
に
あ
る
と
の
こ
と
で
す
.

鰐
弓
・
脳
幹
運
動
系
と
曜
か
ら
の
舌
の
盛
り
あ
げ

発

生
の
順
序
と
し
て
は
、
な
に
よ
り
も
延
髄

-
脳
幹
を
形
成

す
る
飽
弓
で
す
.
こ
れ
ら
は
雑
話
師
や
図
注
2
に
記
し
た

1).分節機~ (体節目個性化=ホメオティッ ク遺伝子)

，色、金第 3週の来に脊索と神桂管を形成、筒剛から沿軸中距

集 と呼ばれる綴走する住をつくり、 10日間ほどで約四対の体

節を形成.体協ごと 骨、 筋肉 真皮等が形成される.生物進

化における〈りかえし徳造の反映で 体の前後背臨軸 体町

分時化 体節ごとの個性化>いヲ 三段陪の順序で進行する.

2). I!弓神経 (Ii!踊 脳勝運動系のもと 肉腫性}

胎生第 4麹町初期に哨萌錦町側壁に発生 第 5遡に成長.

'匹、I!弓 ツチ骨他‘也崎両館、 三主綿経. (外経神経).

第2"弓 菅骨体土師、表情諸紡.園町樽経. (向耳神経).

3鹿3・E弓 。舌骨体下錦、咽頭 舌後方1月、 苦咽神経.

第 4.6飽弓 喉 昭郎軟骨気宮支 ・腕胞等、逮走縛桂.

副神経 腕鎖乳契筋、 {自棉筋伺 (舌下神経).

3)、後頭体節 (rのどから手が出るJ 体重住}

推骨嬰司祭は屈の骨に取り込まれ、筋肉要素はロ底怖にもぐ

りこみ 舌を形成.胎生第 4湿の末 苫盲孔前の原始咽商郎

で峰錯した正中芽がl~基. 舌下神経は頭に取り込宝れ 12番

闘の脳神経となる. 0 ~ 目 ー 聞神経でもある .

的、頭部体節 【繍隔鴎を後み、頭と上肢を彪成)

頭飾.1-M4 後顕直筋 甲状舌骨筋‘舌骨下筋 商長

筋等罰を形成.横隔膜のむとになる懐中隔が.第 4湖、 第 4

頭部体節あたりに形成.第 5過の問、体節の筋仮にある時芽

細胞が神経をともなって移動、第 8週にはその基本を完成.

頭郷軍 5-胸宮覇軍 司 自民4湿の末までに上肢芽が縁起 筋

肉と皮虜等の材料は 肘を内@!にねじりながらのびていく .

腹開が匝筋、背t聞が伸筋，頭神経は筋肉がど ニに移動 Lよ う

ともついてL、く .第 6週の末までに手板の間業組躍が濃帽し

得政線を形成‘ 上腕得からは 知町筋肉が再び胴体にひき山

えし、胸に付着して手を宮着、囲神証もついてい<(大胸師、

広背筋九 下肢は、腰体節 仙体節から形成され る. 下肢芽は

上腫茅よ りも2日ほど車れて発生するa


